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令和７年度事業計画 
 

 獣医学術及び技術の振興・普及及び獣医師人材の育成を推進することにより、動物に関する保健衛

生の向上、動物愛護精神の涵養などに寄与するとともに、地域社会への貢献を目的に事業を実施する。 

 

事 業 の 概 要 

【公益目的事業】 

１．獣医学術及び技術の振興・普及及び獣医師人材育成に関する事業 

新たな獣医学術及び保健衛生の向上を図るため、獣医療や獣医学教育の推進を目的とし、日

常の診療、研究等で取得した技術及び知識を会員に限らず関係者、学生、地域住民を対象とし

た学会、研修会、講習会等により伝え、最新の獣医療の情報共有と人材育成を実施する。 

 

 ○ 第５６回鳥取県獣医学会 

期 日 ２０２５年７月１３日（日） 

場 所 鳥取県立福祉人材研修センター（鳥取市伏野） 

 

 ○ 令和７年度獣医学術中国地区学会 

期 日 ２０２５年１０月１１日（土）～１０月１２日（日） 

場 所 岡山コンベンションセンター（岡山県岡山市） 

  

○ 第４３回日本獣医師会獣医学術学会年次大会（令和７年度）・世界獣医師会大会（２０２６） 

期 日 ２０２６年４月２１日（火）～２４日(金) 

場 所 東京国際フォーラム（東京都千代田区） 

  

○ 講習会、研修会等の開催 

   ・地区毎の研修会 

   ・職域毎の研修会（大動物臨床部会、小動物臨床部会、畜産部会、公衆衛生部会） 

    ・中高校生セミナー 

       期 日 ２０２５年８月（予定） 

       内 容 将来獣医師を目指す中学生、高校生、保護者、高校担当教師等に、獣医師

の職域、業務、支援制度を説明する。 

共 催 鳥取県 

 

○中国地区獣医師会連合会合同講習会 

産業動物関係  山口県獣医師会担当 

小動物関係  鳥取県獣医師会担当 

公衆衛生関係  島根県獣医師会担当 

 

○「鳥取県未来人材育成基金」を活用した獣医師人材確保事業 

鳥取県と県内企業団体が協力して設立する当該基金へ令和７年度に寄附することにより、

獣医系大学生等が借り入れた奨学金の返還額の一部を助成する事業を活用して、本会会員

の小動物病院や産業動物病院、ＮＯＳＡＩ鳥取及び大山乳業等農業団体の勤務獣医師確保

を促進する。 
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２．人と動物が共生できる社会環境づくりに関する事業 

 人畜共通感染症である狂犬病の予防等のため適切な指導や所有者明示のためのマイクロチ

ップ装着を推進し、盲導犬の保健衛生の向上や飼い猫の不妊去勢手術を進めることにより、動

物愛護精神の涵養と飼養動物の保健衛生及び人の公衆衛生の向上を図るとともに、家畜衛生・

畜産振興及び安全安心な畜産物の提供を進め、人と動物が共生できる社会環境作りに取り組む

ための事業を実施する。 

（１）狂犬病予防注射の実施及びその知識の普及・啓発 

鳥取県、各市町村と連携し、狂犬病に関する知識の普及・啓発を行い、集合注射及び病院で

の個別注射を徹底し、予防接種率７０％を確保する。 

また、犬の登録（鑑札交付）、注射済票の交付事務委託契約を市町村と締結し飼育者の利便

性を高める。 

さらに、狂犬病実施にかかる市町村との覚書の早期締結を図る。 

予防注射による事故が発生した場合は、事故補償を行う。 

狂犬病予防注射見込頭数             １７，３５０頭  

犬の登録（鑑札交付）、注射済票交付見込み頭数  １３，０００頭 

 

（２）マイクロチップ装着及び登録の普及推進 

「動物の愛護及び管理に関する法律」の令和元年の一部改正により、販売用の犬・猫へ

のマイクロチップの装着・登録の義務化と狂犬病予防法に基づく犬の登録の特例（マイクロ

チップを鑑札とみなす）が実現し、令和４年６月１日から施行されている。 

販売用以外の全ての犬・猫については、次回の改正により、装着の義務付けとともに、

狂犬病予防注射の注射済票も代替可能の特例措置を検討されている。 

このため、飼養する犬と猫の迷子や災害時の逸走及び盗難に備えるための所有者明示と所

有者不明の犬や猫を減らすため、ブリーダー・ペットショップ・動物愛護団体（動物愛護

活動を行っている個人も含む）を除く一般飼い主の犬猫マイクロチップの装着を推進する。 

    マイクロチップの装着計画頭数 ２５０頭 

（令和６年度計画頭数  ３００頭、実績見込み ２２０頭） 

 

（３）補助犬（盲導犬、聴導犬、介助犬）の保健衛生の向上 

    補助犬の各種検査や診療などに掛かる経費を助成し、補助犬の保健衛生の向上を図り、視覚

障害者等の社会活動を支援する。 

    助成対象の盲導犬  ５頭 

 

（４）飼い猫の不妊・去勢手術の助成 

飼養中の猫の出産防止、発情による夜鳴きなどの行動を予防するため、猫の不妊・去勢手術

を希望する飼い主を対象に手術に要する費用を一部助成する。 

対象頭数（計画）４００頭（獣医師会実施 ２００頭、県補助 ２００頭） 

            （令和６年度計画頭数５００頭、実績見込み ６５０頭） 

 

（５）家畜伝染病の防疫体制強化の推進 

    産業動物関係団体との連携を図り、家畜防疫協議会を通して各種疾病予防の指導及び安全な

畜産物の生産を推進する。 

    鳥取県と令和６年１月１２日に締結した「特定伝染病発生時における防疫業務に関する協

定」に基づき、家畜伝染病が万が一発生した場合にそのまん延防止のために行う防疫業務に協

力する。 
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（６）愛玩動物等の災害時救護活動事業 

    令和２年３月に締結した県との協定に基づき、鳥取県地域において地震、風水害その他の災

害が発生した場合に愛玩動物等の救護活動を行う。 

    災害時獣医療対応組織（ＶＭＡＴ）を組織化すると供に、活動財源として、特定費用準備

資金を令和７年度から１１年度にかけて４６０万円積み立る。 

 

３．飼養動物等に関する知識・技術の普及啓発に関する事業 

 飼養動物等（愛玩動物、家畜、野生動物等）の習性や飼養管理、病気等に関する情報提供を一

般市民に提供・情報共有し、また、動物愛護精神の高揚を図り、広く県民の公衆衛生の向上及び

社会福祉の増進、地域社会へ貢献する。 

 

（１）動物愛護・野生鳥獣保護の普及啓発活動 

行政、関係団体と協力して、動物愛護・野生鳥獣保護の普及啓発を実施する。 

・動物愛護週間の普及啓発（新聞広告等） 

・日本児童文学賞受賞作品集の配布（県内小学校、市町村図書館等） 

 

（２）愛玩動物・学校飼養動物等の飼養相談、助言指導 

    動物愛護活動の一環として、各種イベントにペット相談コーナーを設置し、相談に対応する

とともに、学校飼養動物等の適正管理を支援するための活動を行う。 

    ・動物愛護フェスティバル等での無料相談コーナー設置、電話相談 

    ・県内小学校の飼養動物について飼養相談、助言指導 

 

その他の取組概要 

【会員等相互扶助等に関する取組】 

   公益目的事業の推進に資するため、獣医事に係る諸問題へ対応するとともに、会員等の活動支

援や会員の福利厚生行う。 

 

１．獣医事に係る諸問題への対応 

 （１）獣医療・獣医師に係わる問題や獣医師会への理解醸成のための活動 

超党派の鳥取県議会議員を顧問に迎え、総会への招聘・意見交換会等の実施 

 （２）獣医師の社会的評価向上のための、国・県への要望・要請活動 

２．会員等活動支援 

 （１）会報、ホームページによる会員、一般市民への広報活動 

 （２）会員への学会等参加登録料等の助成 

 （３）獣医学術及び本会の発展に寄与された者の表彰 

 

３．福利厚生の推進 

 （１）会員に対する慶弔 

 （２）獣医師総合福祉生命共済制度等への加入推進 

 

 

 

 

 

 

 


